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内
訳

青年期からの疾病の早期発見及び健康増進の意識づくりを図る。また、がん、心臓病、脳卒中等生活習慣病の疑いの
ある人を早期に発見し、診査の結果、必要な人に対して保健指導を行い、壮年期からの健康について意識の高揚を図
り、生涯にわたる健康生活を支援する。

受診率対前年比アップの実現。
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B

疾病を早期に発見し、必要な治療につないでいる。　また、検診をきっかけに自分の
健康や生活を振り返る機会となったため。A

異常や疾病を早期に発見し、必要に応じて治
療につないでいる。　また、検診をきっかけに
自分の健康や生活を振り返る機会となってい
る。
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がん検診の受診率の向上をめざし、市民への啓発活動等を充実させる。また、肝炎ウイルス検査等についても受診勧奨
の啓発を充実させる。
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所管課

がんを早期に発見し、早期治療に結びつけることにより、市民のがん死亡率の低下を図るとともに、がん予防の啓発及
び知識の普及を図る。
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委託 昭和60年度 健康増進法

①胃がん検診・肺がん検診・大腸がん検診：４０歳以上の市民②乳がん検診：４０歳
以上の女性市民③子宮頸がん検診：２０歳以上の女性市民

がん検診の必要性や有効性を理解してもらうため、地域と連携し啓発し、また市民が受診しやすい検診となるよう予約方
法等を改善していく。

A A B

一般財源

196,066181,198

14,868

0

1.95

0.00

169,808

7,724

0

3,666

(決算額) (千円) (千円)

対
象
者

がん検診及びがん予防についての健康教育及びクーポン券事業や個別通知などにより、受診率の向上をめざす。
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事業：健康増進検診事業                                

１．健康増進検診事業 

健康増進法等に基づき、市民の健康づくりや疾病予防を積極的に推進することを目的に、一般健康診査事業、

がん検診事業、歯科検診事業、骨粗しょう症検診事業、肝炎検査事業、追加検診事業、青年・成人健康診査事業

を実施した。 

 

 

細事業：がん検診事業                                

１．がん検診 

がんの早期発見により、がん死亡率を減らすことを目的として胃・大腸・肺がん検診を４０歳以上の市民、乳

がん検診を４０歳以上の女性市民、子宮がん検診を２０歳以上の女性市民を対象に実施した。 

＜がん検診の状況  実施機関／集団 保健センター・個別 医療機関＞     （単位：人） 

項  目 受診者数 異常なし 
要精密 

検査 

 要 精 密 検 査 結 果 別 人 数 

異常な

し 

がんで 

あった

人 

がん 

疑い 

がん以

外の疾

患疑い 

未確定 

胃 が ん 6,400 5,629 771 22 14 1 420 314 

大 腸 が ん 9,809 8,929 880 62 9 3 221 585 

肺  が  ん 

( 集 団 の み ) 
1,274 1,268 6 2 1 1 1 1 

乳 が ん 3,577 3,309 268 114 17 1 88 48 

子 宮 が ん 

( 個 別 の み )  

2,634 

内、体部受診 

334 

2,604 30 1 0 0 4 25 

                    ＊要精密検査結果別人数は平成 26年 6月 11日現在の暫定数 

 

２．がん検診推進事業 

 特定の年齢に達した市民に対して、子宮頸がん検診・乳がん検診・大腸がん検診に関する検診手帳及び検診

費用が無料となるクーポン券を送付した。 

子宮頸がん検診 ２０歳、２５歳、３０歳、３５歳、４０歳の女性市民（平成２５年４月１日現在） 

乳がん検診   ４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の女性市民（平成２５年４月１日現在） 

大腸がん検診  ４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳の市民（平成２５年４月１日現在）  

 

３．がん検診個別通知による受診勧奨 

特定の年齢の市民に対して、受診促進を目的にがん検診に関する情報提供とがん予防のための啓発を行った。 

 対象者は当該年度に ６０歳、６２歳、６３歳、６４歳になる市民（５,２３１人） 

 

 


